
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

くぼた校での学びをとおして… 
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くぼた校通信 

平成３０年度卒業証書授与式 

 

外国語指導助手（ＡＬＴ）との交流授業 
昨年度に引き続き、チェイス先生と１年間（計４回）、楽しく英語を学びました。 

1 学年では、色を使ったかるたや季節の英単語を使ったフルーツバスケットを行い

ました。簡単な英単語を、身近なゲームを通して楽しく覚えることができました。 

2 学年では「Walk」や「Down」など、実際に体を動かしながら発音を覚えました。

また、福笑いを英語で行い、チェイス先生に日本の遊びを知ってもらいました。 

 3 学年では、チェイス先生の出身国でも親しまれるピザ作りを行いました。また、

英語でのインタビューを体験し、基本的な文法を学ぶことができました。           

生徒達は授業を重ねるごとに、英語が上達し、外国を身近に感じるようになりま 

した。来年も元気に楽しく授業を受けて、充実した時間にしてほしいと思います。 

 

３月４日（月）に、平成３０年度くぼた校卒業証書授与式が行われ、１０名の生徒が学び舎を

巣立っていきました。式では、在校生代表の佐藤優麻さんの送辞を受け、卒業生代表の吉田桃佳

さんが答辞で「一緒に汗や涙を流し、みんなとの日々は宝物です。この思い出深いくぼた校をみ

なさんに託します。今よりもっと素敵な学校にしていって下さい。」と在校生にメッセージを送

りました。たくさんの来賓の方に見守られ、くぼた校らしい心温まる式となりました。 

卒業生はくぼた校で３年間、様々な学校行事や勿来高校や地域の方々との活動に参加し、くぼ

た校を創り上げてくれました。その経験を通して得た自信や誇りを胸に、夢を持ち続けてこれか

らの生活を進んでいってほしいと思います。卒業おめでとう！！ 

 ３月４日（月）、卒業生１０名がくぼた校を巣立っていきました。そして、４月から始まる“社会人”としての生活に向

けて、それぞれが準備をしています。くぼた校では、その一つとして、学校を卒業する際にこれからの新しい生活が

円滑に始められるように、就職先の方や福祉関係者、地区保健福祉センターの方、そして本人・保護者が入って話

し合いの場を設けています。この話し合いの場で、「私は○○が苦手ですが、×××のように支援してもらえれば

頑張れます。」と就職先の方々に伝える卒業生の姿を見て、成長とともに逞しさを感じました。 

卒業生たちは、３年間のくぼた校での学びの中で、勿来高校の生徒や勿来地区の地域の皆様と、ふれ合い、か

かわり合う機会が数多くありました。それらの経験や体験が、「自分自身のことを理解し、与えられた役割を果たそ

うとする力」を育んだように思います。保護者、地域の皆様方のご支援とご協力に感謝申し上げます。 

これからもくぼた校は、地域の中で、“共に学び、共に生きる”こと目指して、様々な教育活動に取り組んでまいり

ます。今後とも、ご支援、ご協力をよろしくお願いいたします。 

 



 

 

 

 

 

 

 ２月に生徒会選挙を行いました。選挙に先立って行われ

たシンポジウムでは、教室内から多くの質問が挙げられ、

活発な議論が行われました。 

 ６日（水）にはいわき市選挙管理委員会の方をお招きし、

出前講座が開催されました。選挙に関するクイズや投票の

体験を通して、選挙に行くことの大切さを感じる授業とな

りました。 

 立会演説会と投票が７日（木）に行われ、立候補者は最

後の投票のお願いをしました。全校生がそれぞれの思いを

持って投票を行い、新生徒会役員が選出されました。 

  ～行事予定～ 

《4月》 

 8日 第1学期始業式 11:50下校 

 9日 入学式     13:30～ 

     （2・3年生通常授業） 

 11日 くぼた校・勿来高校対面式 

    短縮45分授業（～19日） 

 17日 新入生を迎える会 

第３回作業製品販売会 

 

生徒会役員選挙  

 

 ♪地域支援センターより♪ 

障がいのあるなしにかかわらず、発達に心

配のあるお子さんの保護者の方や担当する

先生方の支援を行っています。どうぞお気軽 

にご相談ください。 

☎０２４６－６５－３１５５ 

（担当 小野晶子） 

 

 ２月１４日（木）と１５日（金）の２日間、株式会社マルトＳＣ窪田店のご協力をいただき、作業

製品販売会を行いました。エアバックを材料にしたトートバックやさをり織りのティッシュケース、

刺し子のふきんやポーチ、クラフトテープで製作したバックなど、生徒が作業学習で製作した２１

種類、３０３点を販売しました。今回で３回目の実施となり、回覧板を見て足を運んで下さった方

や、買い物の後に立ち寄って下さった方など、多くのお客様にご来店していただき、全製品を完売

することができました。 

生徒たちは、お買い物をするお客様にビラを配って宣伝をしたり、店頭に立って会計や接客をし

たり、積極的に販売活動に参加していました。また、製品の材料についてお客様からの質問を受け

たり、エコたわしや刺し子の花ふきんを「毎年買うのを楽しみにしています。」と言葉をかけていた

だいたりと、自分たちの製品に対する反応や評価を直接感じ取ることができました。 

これからも、長く使っていただける製品作りに取り組んでいきます。ありがとうございました。 


